
DST
位置がミッションケースと連結するため、ソフテイルに比
べてスイングアームが長いという特徴がある。そこで、リ
ジッドフレームのような直線的なシルエットの中で極力サ
スペンション機能を活かすためにダイナをベースに決定し
たというわけだ。さらに、ダイナはオイルタンクをミッシ
ョンの下に備えるため、リアセクションの作りの自由度が
高いという点もこのカスタムにおいてはアドバンテージと
なる。
　そして、このマシンに限らずSURESHOTのフルカスタ
ムにおける共通項として、パフォーマンスを犠牲にせず
に、贅肉を削ぎ落としたスタイリッシュなフォルムが挙げ

られる。ダイナフレームは高剛性な反面、骨格が大きいた
め大胆なモディファイが必要となった。カスタムベースと
して不人気な理由の一つである角パイプのメインチューブ
は、フレーム下部から繋がる２本のチューブを活かし、サ
スペンションの受けとなる部分を含めた３本の丸パイプで
製作。そして、リアセクションをDUCATI用の片持ちス
イングアームを流用した構造を採用することで、フレーム
がドリブンスプロケットの内側を通るナローなシルエット
を実現している。
　現代の日本のカスタムショーで注目を浴びるフルカスタ
ムを作るには、ノーマルの形を崩すことは大前提となる。

　昨年末に開催された HCS2021 で BEST OF SHOW 
MOTORCYCLEに輝いた “DST”。全国のカスタムビルダ
ーが集う日本最高レベルのカスタムショーであるHCSの
チャンピオンバイクは、その年のカスタムバイクの最高
峰と評価されたと言っても過言ではないだろう。そして、
このマシンを製作したSURESHOTの相川氏は、前回の
HCS2019でもでBESTを獲得しているため、２連覇の偉
業を成し遂げたことになる。
　DSTは全てのディテールに手が入ったフルスクラッチ

であり、DSTの名前の通りダイナフレームをソフテイル
にモディファイした複雑な構造ゆえに、ディテールの詳細
は後ページを見ていただくとして、まずはなぜカスタムベ
ースとしては不人気なダイナをベースに選んだのか。
　ベースとなるテーマは、現代のカスタムバイクの主流と
なるヴィンテージH-Dと比べ、ハイパフォーマンスなエ
ボリューションエンジンでサス付きのリジッドシルエット
を作るということ。そのまま考えれば、純正のソフテイル
をモディファイするのが早いはずだが、ダイナはピボット
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斬新性を優先すれば、ストリートの視点と
はかけ離れたバイクになりかねない。それ
が多くのビルダーの頭を悩ますわけだが、
それは相川氏にとっても例外ではない。シ
ョーバイクとしてフルカスタムを作る上で
の難しさを相川氏はこう語る。

「全てに手を入れるがカスタムやハーレー
のマニアではない人が見て、奇抜過ぎず、
カッコいいバイクだと感じるスタイリング
を目指しています。また、機能性を無視せ
ずに、あくまでもバイクが当たり前に持つ

機能を活かすことを意識しました。」
　フレームの構造を変更する大胆なモディ
ファイと高年式のベース車によるスタイリ
ッシュなフォルム、そして斬新なディテー
ルを違和感なく実現するため、様々な辻褄
合わせが必要になるわけだが、それを細部
まで機能性と向き合いながらクリアするこ
とに成功したDST。斬新なアイデア、走
行性能、美しいフォルムその全てを追求し、
SURESHOTのカスタムマナーが詰め込ま
れた集大成と言える１台だ。

プロアームのスイングアーム
となるため、シート下のロッ
ドから繋がるパイプはリジッ
ドフレームのようなシルエッ
トのためのサブフレームとい
ったところ。軽量かつ強度を
保つために特殊なアルミ合金
を使用している。さらに、細
いソフテイルフレームを作る
というコンセプトのもとにプ
ロアーム、サブフレーム共に
ドリブンスプロケットの内側
を通すように設計。それによ
ってタイヤとフレームのクリ
アランスを限界まで詰めるこ
とに成功している。

DSTの最大の肝と言えるリアセクション。基本的な構造は
DUCATI製をモディファイした片持ちスイングアーム。従来
はピボットのすぐ上にサスペンションが取り付けられるが、
サスペンションの動きとリジッドフレームのシルエットを両
立するためにフレーム上部にタンクを抉るようにRACING 
BROSのモノサスをセット。構造上、リヤの荷重が全てネッ
クに向かってかかるので、メインチューブは３本のパイプで
強化している。

SURESHOT
相川拓也
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直線と曲線が織りなすタンクはアルミシートメタルからのワンメイド。質感を残すために、ヘアラインをかけた上にRODS DESIGNによるマ
ットキャンディオレンジでペイント。パテなしで複雑な形状を完成させた、メタルワーク技術の高さを証明するデザインだ。サイドのゴール
ドとシルバーのリーフを用いたロゴとピンストライプはリオスタジオが担当。シートは本体をサスペンション側に、シートカウルをサブフレ
ームにマウントしているので、サスペンションが動くとシートがカウルの内側に入り込むように設計。エンジンは’97年FXDL。今後1690cc
にストロークアップする予定。

①②フロントフォークは大神戸共栄
圏のナロートリプルと鉄製アウター
に39φフォークををセット。ウィー
ルはキャリパーとの干渉を避けるた
めに、スポークを右側にオフセット
した削り出しのワンメイド。スポー
クウィール感を出すために４ピース
で製作。③ハンドルはボバーを意識
した低めのシルエット。④2in1マフ
ラーはリアセクションからステーを
引けないのでコンパクトなシルエッ
トで設計。⑤クラッチはウルティマ
の油圧強化クラッチ。⑥ステップ類
はステーからワンオフ製作。
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